
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
20
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
・
肥
薩

線
の
運
行
再
開
の
見
込
み
と

Ｊ
Ｒ
の
代
替
バ
ス
な
ど
の
対

応
策
は
ど
う
か
。

答　

記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
お
よ
び
肥
薩

線
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
特
に
肥
薩
線
で
は
表
木

山
駅
〜
日
当
山
駅
間
で
50
m

に
わ
た
る
築
堤
崩
壊
が
発
生

し
、
吉
松
〜
隼
人
間
は
年
内

再
開
が
困
難
で
、
復
旧
時
期

は
未
定
で
あ
る
。
日
豊
本
線

霧
島
神
宮
〜
国
分
間
は
９
月

下
旬
再
開
を
予
定
し
て
い

る
。

　

代
替
手
段
と
し
て
、
日
豊

本
線
は
８
月
26
日
、
肥
薩
線

は
９
月
１
日
か
ら
代
替
バ
ス

が
運
行
さ
れ
、
通
学
生
の
実

情
を
踏
ま
え
運
行
時
間
の
調

整
を
Ｊ
Ｒ
九
州
に
要
望
し
、

湧
水
町
長
と
共
に
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
支
社
長
へ
代
替
バ
ス
の
運

行
と
鉄
道
再
開
時
の
便
数
確

保
に
つ
い
て
直
接
要
望
を
行

い
、
９
月
１
日
か
ら
代
替
バ

ス
が
朝
夕
に
各
１
便
増
便
さ

れ
た
。
今
後
も
関
係
協
議
会

な
ど
を
通
じ
、
運
行
再
開
や

移
動
手
段
の
確
保
を
要
望
し

て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
水
道
管
の
法
定
耐
用
年

数
は
40
年
と
さ
れ
て
い
る
。

現
状
と
課
題
、
今
後
の
計
画

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

現
状
は
左
記
の
通
り
。

更
新
需
要
の
分
散
化
、
平
準

化
を
図
り
計
画
的
に
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
事

業
完
了
後
、
豪
雨
災
害
で
断

水
を
生
じ
た
隼
人
地
域
、
空

港
施
設
を
有
す
る
溝
辺
地
域

の
更
新
に
取
り
組
む
。

問
　
災
害
対
策
と
し
て
、
配

水
池
や
導
水
管
を
増
設
し
、

断
水
地
域
の
縮
小
な
ど
リ
ス

ク
減
少
へ
の
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

配
水
系
統
間
の
相
互
融

通
が
緊
急
に
取
り
組
め
る
対

策
で
あ
る
。
複
数
化
な
ど
現

在
の
施
設
と
の
調
整
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
着
手

予
定
の
隼
人
・
溝
辺
地
域
の

更
新
計
画
の
中
で
検
討
を
進

め
る
。

そ
の
他
の
質
問

命
と
健
康
を
守
る
熱
中
症
対

策

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
避
難
指
示
が
出
て
も
移

動
手
段
が
無
く
不
安
な
思
い

で
過
ご
す
市
民
が
い
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
、
災
害
時
の

避
難
行
動
困
難
者
の
移
動
支

援
に
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

運
転
手
の
確
保
や
危
険

な
経
路
の
走
行
、
避
難
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、実
施
は
困
難
と
考
え
る
。

問　

溝
辺
地
区
で
は
通
学
手

段
の
課
題
か
ら
、
志
望
す
る

市
内
の
高
校
を
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
あ
る
。
高
齢

者
施
設
送
迎
車
を
ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
兼
用
で
き
な
い
か
。

答　

道
路
運
送
法
の
許
可
や

交
通
空
白
地
の
条
件
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
仮
に
無
料
ま

た
は
安
価
な
運
賃
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
し
た
場
合
に

は
、
民
間
の
交
通
事
業
者
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
路
線
の
維

持
・
確
保
が
困
難
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
、
高
齢
者
施
設
の

送
迎
車
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

兼
用
は
難
し
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
隼
人
駅
舎
の
外
観
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
待
合
所
の

活
用
は
で
き
な
い
か
。

答　

駅
舎
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
と

の
協
議
で
、
駅
周
辺
と
の
統

一
感
や
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

よ
り
設
計
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
は
難
し
い
と
の
見
解
で
あ

る
。
ま
た
、
待
合
所
の
活
用

は
、
今
後
も
地
域
住
民
や
通

り
会
な
ど
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

災
害
復
旧
体
制
の
強
化
を

問　

災
害
復
旧
業
務
の
体
制

強
化
を
図
る
た
め
に
、
土
木

技
師
の
採
用
前
倒
し
や
、
他

自
治
体
な
ど
へ
派
遣
要
請
は

検
討
で
き
な
い
か
。

答　

庁
内
で
調
査
を
実
施

し
、
必
要
な
人
員
を
把
握
し

た
上
で
、
兼
務
辞
令
で
の
組

織
内
の
体
制
を
整
え
た
。
今

後
は
、
災
害
復
旧
業
務
を
進

め
る
中
で
、
職
員
の
健
康
管

理
を
第
一
に
、
通
常
業
務
の

進
捗
な
ど
も
考
慮
し
、
状
況

に
応
じ
て
、
人
員
の
入
れ
替

え
、
新
規
採
用
職
員
の
採
用

前
倒
し
や
、
他
自
治
体
へ
の

派
遣
要
請
も
視
野
に
入
れ
、

復
旧
業
務
を
進
め
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
現
在
、
簡
易
給
水
施
設

を
管
理
し
て
い
る
組
合
等
は

何
団
体
あ
る
か
。
災
害
な
ど

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

簡
易
給
水
施
設
を
管
理

し
て
い
る
組
合
等
は
58
団
体

で
あ
る
。
災
害
に
限
ら
ず
、

家
庭
な
ど
へ
の
給
水
が
で
き

な
い
状
況
で
は
、
給
水
ポ
イ

ン
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
水

を
供
給
す
る
こ
と
を
最
優
先

に
対
応
す
る
。
ま
た
、
簡
易

水
道
組
合
等
か
ら
水
道
工
事

業
者
へ
簡
易
給
水
施
設
の
復

旧
工
事
を
依
頼
し
、
復
旧
工

事
に
お
け
る
工
事
費
の
一
部

を
霧
島
市
地
域
振
興
補
助
金

で
支
援
し
て
い
る
。

問　

簡
易
給
水
施
設
の
整
備

に
関
す
る
補
助
率
は
、
災
害

時
に
は
特
例
と
し
て
全
額
補

助
に
で
き
な
い
か
。

答　

今
回
の
大
雨
に
よ
り
４

件
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
補
助
率
は
市
水

道
事
業
区
域
が
６
割
、
そ
の

他
の
区
域
が
８
割
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
は
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
甚
大

な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
施
設
の
復
旧
に
係
る
支

援
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
情
報
収
集
、
生
ご
み
な

ど
の
処
理
・
管
理
、
地
元
業

者
と
の
連
携
な
ど
を
ま
と
め

た
災
害
時
の
ご
み
回
収
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
迅
速

な
判
断
や
対
応
が
で
き
る
よ

う
準
備
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

よ
り
具
体
的
で
現
実
味

の
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
進
め
た
い
。

敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
早
期

復
旧
に
は
業
者
の
協
力
を

問　

復
旧
作
業
の
計
画
と
現

状
は
ど
う
か
。

答　

調
整
池
に
流
入
し
た
土

砂
等
を
撤
去
し
、
ご
み
処
理

に
必
要
な
冷
却
水
用
の
沢
水

配
管
や
側
溝
の
修
復
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
す
で
に

土
砂
等
の
撤
去
に
着
手
し
て

い
る
。
第
２
工
場
の
土
砂
等

は
、
処
分
方
法
に
つ
い
て
国

県
と
協
議
終
了
後
、
早
急
に

撤
去
の
予
定
で
あ
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

德
田
　
修
和 

議
員

と
く

だ

し
ゅ
う
と

川
窪
　
幸
治 

議
員

か
わ 

く
ぼ

こ
う  

じ

土砂崩れによって宙に浮いた線路（表木山駅付近）

久
保
　
史
睦 

議
員

く

ぼ

ふ
み
ち
か

霧島市の水道管の現状

水道管総延長

管路経年化率

耐震適合率

管路更新率（R6）

1,459km

28.9％

45％

0.3％

※

※水道管総延長のうち法定耐用年数を

　超えた管路の割合

鈴
木
　
て
る
み 

議
員

す
ず

き

ま
つ 

え
だ

ま
さ 

ひ
ろ

松
枝
　
正
浩 

議
員

隼人駅舎

し
も 

ふ
か 

さ
こ

こ
う

じ

下
深
迫
　
孝
二 

議
員

敷根清掃センター第２工場に流入した土砂等

被害を受けた簡易水道

応
急
対
応
を
し
た
導
水
管


